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日
本
武
尊
・
白
鳥
伝
説

　

白
鳥
神
社
の
祭
神
は
伊
邪
那
美
命
と
日
本
武
尊
で
す
。

　

今
回
は
日
本
武
尊
を
深
堀
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

白
鳥
神
社
本
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
あ
る
碑
文
を
紹
介
し
ま
す
。

白
鳥
神
社
由
緒

　
“
仲
哀
天
皇
の
御
代　

村
名
も
な
く
只
茫
々
た
る
荒
野
の
中
に

六
戸
の
小
家
あ
り
、
一
羽
の
巨
大
な
る
白
鳥
来
た
り　

遥
か
に
空

中
に
舞
う
こ
と
数
日
、
人
々
奇
異
に
思
い
を
な
す
。
白
鳥
翼
を
茂

林
に
休
む
、
こ
れ
今
の
“
古
木
の
森
”
と
伝
う
。
暫
く
し
て
白
鳥

空
高
く
飛
ぶ
、
里
人
こ
れ
尋
常
の
鳥
で
な
く
日
本
武
尊
の
神
霊
で

あ
ろ
う
と
思
え
り
。
白
鳥
一
枚
の
白
羽
を
落
と
す
、
人
々
こ
れ
を

拾
い
小
箱
に
納
め
岩
上
に
置
き
こ
れ
を
祀
る
。

　

元
正
天
皇
養
老
年
中
白
山
頂
上
に
白
鳥
来
現
し　

泰
澄
大
師
に

先
だ
ち
此
の
地
に
至
る
、
泰
澄
霊
地
な
り
し
と
、
七
堂
伽
藍
を
造

営
し
同
時
に
白
山
頂
上
の
伊
邪
那
美
命
を
合
祀
し
一
社
を
創
立
す
、

即
ち
白
鳥
社
な
り
。

里
人
白
鳥
の
舞
い

し
所
を
白
鳥
村
と

名
づ
く
“

　

こ
れ
を
も
う
少
し
か
み
砕
き
ま
す
と
。

　

白
鳥
神
社
の
歴
史
を
辿
る
と
神
話
の
世
界
で
す
。
仲
哀
天
皇
の

頃
、
大
き
な
白
鳥
が
羽
を
落
と
し
ま
し
た
。
こ
の
羽
は
日
本
武
尊

の
霊
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
拾
い
磐
座
に
小
さ
な
祠
を
建
て
て
祀

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
を
白
鳥
村
と
命
名
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
暦
で
推
定
す
る
と
約
1
8
0
0
年
前
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
5
0
0
年
後
に
泰
澄
大
師
が
現
れ
ま
す
。
泰
澄
は
白
鳥
に

姿
を
変
え
た
姫
神
に
示
唆
を
受
け
ま
す
。
白
鳥
の
北
に
聖
地
あ
り
、

一
社
を
設
け
よ
、と
。そ
こ
を
白
鳥
社
と
し
て
伊
邪
那
美
命
を
祀
っ

た
。
こ
の
事
か
ら
、
白
鳥
神
社
の
祭
り
神
は
、
日
本
武
尊
と
伊
邪

那
美
命
の
二
神
で
あ
り
ま
す
。

　

紀
元
は
1
8
0
0
年
と
1
3
0
0
年
で
あ
る
。
1
8
0
0
年
は

神
話
の
世
界
で
伝
説
的
。
1
3
0
0
年
は
歴
史
の
世
界
で
や
や
現

実
的
と
言
え
る
か
。
と
言
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
全
国
に
白
鳥
神
社
と
称
す
る
神
社
は
1
1
1
社
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
に
日
本
武
尊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
武
尊
が
東
国
平
定
に
向
か
っ
た
の
は
景
行
天
皇（
1
1
0
）

の
こ
ろ
で
す
。 

帰
り
道
、
伊
吹
山
に
て
大
蛇
に
ふ
れ
て
痛
み
、

伊
勢
に
入
り
能
褒
野
に
て
息
絶
え
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
尊
は
白

鳥
に
な
っ
て
飛
び
去
り
ま
し
た
。
白
鳥
の
飛
び
来
た
っ
た
と
こ
ろ

全
て
尊
の
霊
場
と
し
て
祀
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
多
く
の
地
に
、
白
鳥
伝
説
を
生
ん
だ
原
点
の
様
で
す

　

次
に
触
れ
た
い
の
は
、
日
本
武
尊
と
鉄
文
化
で
す
。

　

日
本
武
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
所
の
多
く
に
鉄
文
化
が
見
ら
れ
る
。

　

日
本
武
尊
が
各
地
で
戦
い
乍
ら
通
っ
た
所
が
多
い
。

　

鉄
文
化
の
発
達
し
た
所
に
は
た
た
ら
の
文
字
が
多
く
み
ら
れ
る
。

た
た
ら
と
は
鉄
を

熱
す
る
時
に
送
る

風
の
事
で
別
名
は

ふ
い
ご
と
呼
ば
れ

る
。
ふ
い
ご
は
陶

磁
器
を
焼
く
時
に

も
使
わ
れ
る
。

　

我
が
町
・
白
鳥

に
、立
多
羅（
た
っ

た
ら
）
と
言
う
地

名
が
あ
る
。
そ
こ

か
ら
は
陶
磁
器
の

破
片
が
多
く
出
る

と
言
う
。
又
、
長

兵
衛
川
の
東
側
の

井
戸
水
に
は
鉄
さ

び
を
多
く
含
ん
だ
ソ
ブ
水
が
出
る
。
地
下
に
鉄
を
含
ん
だ
層
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

白
鳥
伝
説
と
鉄
文
化
、
そ
し
て
た
た
ら
、
立
多
羅
と
伝
説
を
証

明
す
る
事
実
が
出
て
く
る
。
日
本
武
尊
は
現
実
に
こ
こ
白
鳥
に
来

た
の
で
は
な
い
か
？
こ
れ
は
伝
説
で
は
な
く
、
事
実
で
は
な
い
の

か
？
夢
の
膨
ら
む
歴
史
物
語
。も
っ
と
深
堀
が
し
て
み
た
い
。（
こ

の
地
図
に
、
当
白
鳥
神
社
は
出
て
来
な
い
が
、
未
調
査
の
為
だ
ろ

う
と
推
察
し
ま
す
）

秋
祭
り
の
裏
方

　

3
年
間
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
不
自
由
な
祭
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

5
2
0
有
余
年
続
い
た
大
神
楽
奉
納
は
役
者
衆
の
熱
意
に
よ
り
、

縮
小
し
な
が
ら
も
続
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
か
ら
明
け

た
今
年
は
、
例
年
通
り
の
形
に
戻
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

秋
葉
神
社
へ
の
奉
納
、
悪
魔
祓
い
の
町
廻
り
で
も
、
多
く
の
皆
様

に
見
て
頂
け
ま
し
た
。
そ
の
際
、
お
渡
し
す
る
ス
ス
キ
に
結
わ
え

た
縁
起
札
も
6
0
0
枚
総
て
、
お
受
け
取
り
頂
け
ま
し
た
。
こ
の

お
札
を
始
め
、
こ
の
例
祭
に
用
い
る
御
幣
、
駕
籠
飾
り
、
子
役
の

衣
装
の
飾
り
等
々
は
前
日
、
社
務
所
に
て
手
作
り
で
準
備
致
し
ま

す
。
先
輩
総
代
の
方
々
、
神
社
に
携
わ
っ
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
の
賜
物
で
す
。
そ
こ
に
は
伝
統
の
技
も
あ
り
、
一
朝
一

夕
で
は
出
来
な
い
も
の
が
有
り
ま
す
。

　

最
近
、
役
者
が
履
く
、
草
履
、
草
鞋
を
作
る
方
が
身
を
引
か
れ
、

こ
の
先
が
心
配
で
あ
り
ま
す
。
先

輩
が
お
元
気
な
内
に
、
そ
の
伝
統

技
術
を
学
び
、
自
分
達
の
手
で
、

総
て
を
賄
っ
て
ゆ
け
れ
ば
、
心
の

こ
も
っ
た
祭
り
が
出
来
る
も
の
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
傾

向
が
続
く
中
、
多
く
の
問
題
が
出

つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
お
祭
り
に
多
く
の
ご
参

加
を
頂
き
、
心
の
拠
り
所
と
な
る

様
、
英
知
を
絞
る
時
か
と
存
じ
ま
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(2)
す
。
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
平
　
司
君
に
捧
げ
る

　

天
高
く
黄
金
の
穂
が
揺
れ
る
。
秋
祭
り
の
初
日
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
一
ヶ
月
に
及
ぶ
稽
古
は
厳
し
か
っ
た
。

　

神
舞
子
（
子
役
）
の
一
人
は
、
稽
古
半

ば
で
離
脱
。
ポ
ッ
カ
リ
穴
が
開
い
た
。
そ

の
穴
は
先
輩
の
神
舞
子
が
埋
め
て
く
れ
た
。

6
年
生
だ
が
、
根
っ
か
ら
の
祭
り
好
き
。

小
さ
い
衣
装
は
ぎ
り
ぎ
り
で
着
ら
れ
た
。
見
事
に
ピ
ン
チ
を
救
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
神
社
大
鳥
居
前
で
舞
っ
た
。
そ
こ
で
異
例
の
感
謝
状

贈
呈
が
あ
っ
た
。昨
年
、太
神
楽
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
亡
く
な
っ

た
。
松
平　

司
君
（
40
）
23
年
に
渡
り
、
笛
中
心
の
奏
者
で
あ
っ

た
。
市
役
所
の
職
員
で
あ
り
真
面
目
な
男
だ
っ
た
。

　

昨
年
、
血
栓
症
で
急
逝
。
婚
約
者
も
決
ま
っ
て
い
た
と
聞
く
。

人
生
こ
れ
か
ら
と
言
う
時
に
。
信
じ
ら
れ
な
い
こ
の
世
の
別
れ
。

　

今
日
、
ご
両
親
に
は
神
社
前
に
来
て
頂
き
感
謝
の
意
を
伝
え
ま

し
た
。

「
今
は
亡
き
同
志
の
功
績
を
忍
び
、
太
神
楽
舞
い
始
ま
そ
ー
ろ
ー

よ
ぉ
ー
！
」
神
主
の
口
上
で
、
大
神
楽
舞
を
奉
納
。

　

お
母
さ
ん
は
、
司
君
の
遺
影
を
胸
に
、
お
父
さ
ん
は
、
感
謝
状

を
抱
き
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
。

　

万
感
胸
に
迫
ら
れ
た
か
、
時
折
目
頭
を
…
…
…
。

　

傍
で
拝
見
し
た
我
々
も
グ
ッ
と
来
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

同
志
を
忘
れ
な
い
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
達
。

　

白
鳥
神
社
大
神
楽
の
連
中
に
敬
意
と
感
謝
。

　

5
2
0
余
年
続
く
大
神
楽
。
そ
れ
を
担
う
に
相
応
し
い
メ
ン

バ
ー
達
だ
と
感
じ
た
。
そ
こ
に
損
得
な
ど
は
何
も
な
い
。

　

伝
統
を
繋
ぐ
心
意
気
。
祭
が
大
好
き
な
男
意
気
。
そ
こ
に
固
い

絆
が
結
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
。
い
い
秋
祭
り
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

新
嘗
祭
・
十
一
月
二
十
三
日

　

白
鳥
神
社
の
三
大
神
事
の
一
つ
で
す
。
三
月
の
祈
年
祭
に
、
そ

の
年
の
豊
穣
を
願
い
、
九
月
の
例
大
祭

は
豊
穣
を
喜
び
、
十
一
月
の
新
嘗
祭
は

豊
穣
に
感
謝
し
、
神
に
報
告
す
る
神
事

で
す
。

　

三
大
神
事
に
は
総
代
全
員
が
礼
服
に

威
儀
を
正
し
挑
み
ま
す
。

　

昔
は
稲
穂
、
新
米
を
お
供
え
戴
き
ま

し
た
が
今
は
ご
浄
財
を
御
奉
納
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
4
9
6
軒
か
ら
、
お

供
え
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
神
社
の
護
持
運
営
に
宛
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
宮
参
り
と
七
五
三
神
事

　

十
一
月
三
日
午
前
九
時
半
か
ら
四
名
の
赤
ち
ゃ
ん
の
初
宮
神
事

を
行
い
ま
し
た
。
無
事
の
出
産
誕
生
を
神
に
報
告
し
、
こ
の
先
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

✿
初
宮
参
拝
者
✿

白
鳥
町
六
ノ
里　
　

田
中
基
尊
・
奈
央
水　

長
女
・
水
基

白
鳥
町
白
鳥　
　
　

渡
辺
大
輔
・
ち
ひ
ろ　

次
女
・
や
え

白
鳥
町
中
西　
　
　

澤
崎
善
博
・
芳
佳　
　

三
女
・
芽
來

白
鳥
町
白
鳥　
　
　

柿
本
拓
也
・
祐
梨
香　

長
男
・
朔
空　

　

同
日
、
十
時
半
か
ら
、
七
五
三
神

事
を
挙
行
。
二
十
六
名
の
元
気
な
お

子
さ
ん
と
御
両
親
、
御
親
族
、
百
余

名
の
ご
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。
小
春

日
和
の
温
か
い
日
に
晴
れ
着
が
眩
し

く
映
え
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

ま
し
た
。
子
供
は
地
域
の
宝
、
国
の

命
と
も
言
え
ま
す
。
健
や
か
な
ご
成

長
を
念
じ
ま
す
。
彼
ら
は
未
来
か
ら

の
お
客
さ
ん
で
す
。
皆
で
見
守
り
、
大
事
に
育
て
ま
し
ょ
う
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

✿
七
五
三
参
拝
者
✿

岡
田　

岳
５
・
岡
田　

崚
３	

澤
崎　

詩
４
・
寺
田
彩
恋
３

猪
島
希
子
７
・
猪
島
知
世
３

遠
藤
エ
マ
７
・
遠
藤
ニ
ナ
４

茨
木
巴
絵
３
・
森
下
葉
月
６

森
下
比
稀
３
・
金
子
由
梨
加
３

蓑
島
き
い
７
・
蓑
島
て
ん
５

澤
崎　

悠
３
・
池
田
瑛
稀
３

玉
井
誠
也
５
・
加
我
柚
奈
７

加
我
美
琥
５
・
加
我
千
代
３

稲
葉
れ
い
７
・
稲
葉
ゆ
い
３

櫻
井
り
ま
５
・
櫻
井
り
せ
３

玉
越
啓
恭
３
・
柿
本
柚
希
３

令
和
五
年
十
二
月
か
ら
の
行
事
予
定

12
／
17
…
…
…
新
年
初
詣
の
準
備
、
忘
年
会

12
／
24
…
…
…
縁
起
物
受
け
入
れ

12
／
31
…
…
…
新
年
初
詣
の
準
備
、
最
終
準
備
。

　
　
　
　
　
　

午
後
十
時
よ
り
徹
夜
初
詣
接
待
態
勢
に
入
る
。

1
／
1
…
…
…
午
前
九
時
よ
り
拝
殿
に
て
歳
旦
祭

1
／
1
～
3
…
初
詣
参
拝
者
接
待
～
総
代
当
番
交
代
に
て
。

1
／
4
…
…
…
左
義
長
・
正
月
清
算
・
あ
と
片
付
け
。

1
／
9
…
…
…
民
間
企
業
安
全
祈
願
神
事

3
／
3
…
…
…
祈
年
祭
・
稲
荷
神
社
初
午
祭
。
年
度
末
総
会
。

3
／
26
…
…
…
会
計
監
査

　

冬
季
間
、
積
雪
状
況
に
よ
り
、
屋
根
雪
下
ろ
し
、
除
雪
作
業
。

御
寄
進
・
ご
奉
仕

一
、
神
饌
白
米
二
斗
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
曽
我
幸
男　

様

一
、
社
務
所
ふ
す
ま
張
替
え
…
…
…
…
…
…
…
…
足
立
好
教　

様

　

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

御
朱
印
受
付

　

ご
希
望
の
方
は
0
5
7
5（
８
２
）
4
3
8
7
･
瀬
上
宮
司
ま
で

	

（
文
責
・
瀬
木
）


